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議
員　

国
内
需
要
が
減
少
す
る
中
、
日

本
酒
や
加
工
品
な
ど
の
輸
出
と
併
せ
、

和
食
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
し
、
新
た

に
市
場
を
開
拓
す
べ
き
と
考
え
る
。
農

林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
を
対
象
に
、

意
欲
的
な
産
地
と
輸
出
事
業
者
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援
な
ど
を

通
じ
、
市
場
開
拓
に
取
り
組
む
。
北
米

の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
常
陸
牛
を

中
心
と
し
た
県
産
品
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

海
外
に
魅
力
を
直
接
発
信
し
て
い
く
。

議
員　

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
小
学
校
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ

る
の
を
前
に
、
今
後
、
教
員
の
指
導
力

の
育
成
・
確
保
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

今
年
度
、
モ
デ
ル
校
五
校
を

指
定
し
、
民
間
企
業
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

の
下
、
授
業
づ
く
り
を
研
究
、
公
開
し
、

実
践
事
例
を
全
教
員
で
活
用
し
て
い
く
。

ま
た
、
全
て
の
公
立
小
学
校
の
担
当
教

員
を
対
象
と
し
た
講
座
や
、
大
学
と
連

携
し
た
研
修
を

実
施
す
る
。

（
ほ
か
に
、
働

く
世
代
の
が
ん

対
策
、
茨
城
国

体
・
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
機
運
醸
成

な
ど
も
質
問
）

鈴木　亮寛 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

議
員　

ス
マ
ー
ト
農
業
※

の
推
進
に
よ

り
、
省
力
化
や
高
品
質
生
産
が
期
待
さ

れ
る
。
農
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
た

め
、
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

人
工
知
能
に
よ
る

デ
ー
タ
解
析
手
法
を
活
用
し
、
イ
チ
ゴ

の
い
ば
ら
キ
ッ
ス
の
最
適
な
栽
培
管
理

の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
る
ほ
か
、
収

穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
自
動
運
搬
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
を
進
め
る
。
ま
た
、
い
ば
ら

き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
講
座

を
充
実
し
、
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

議
員　

虐
待
の
見
逃
し
や
深
刻
化
を
防

ぐ
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

一
月
か

ら
、
全
て
の
児
童
虐
待
事
案
を
県
警
察

本
部
へ
情
報
提
供
し
、
連
携
を
深
め
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強

化
の
た
め
、
児
童
福
祉
司
な
ど
の
必
要

な
人
員
を
計
画
的
に
確
保
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
圏

央
道
沿
線
地
域

の
振
興
、
次
世

代
を
担
う
農
業

者
の
確
保
・
定

着
に
向
け
た
強

い
経
営
体
づ
く

り
な
ど
も
質

問
）

石塚　仁太郎 議員
いばらき自民党
坂 東 市 選 出  

一括方式

議
員　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
も
大
き

な
役
割
を
持
つ
筑
波
山
地
域
に
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
持
ち
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

拠
点
と
な
る
魅
力
発
信
の
た
め
の
施
設

整
備
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

筑
波
山
地
域
を
本
県
観
光
の
玄

関
口
と
捉
え
、
周
辺
市
町
村
と
連
携
し

て
観
光
ル
ー
ト
の
情
報
発
信
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
新
た
に
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
け
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
拠
点
と
し
て
も
活
用
で
き
る
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

障
害
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て

共
に
生
活
で
き
る
「
共
生
社
会
」
実
現

の
た
め
、
障
害
者
雇
用
に
積
極
的
な
企

業
に
認
証
マ
ー
ク
を
交
付
す
る
制
度
の

導
入
を
望
む
。
ま
た
、
支
援
機
関
と
の

連
携
強
化
や
就
労
支
援
を
担
う
人
材
育

成
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

産
業
戦
略
部
長　

障
害
者
雇
用
に
積
極

的
な
企
業
に
認
証
マ
ー
ク
を
交
付
す
る

「
障
害
者
雇
用
優
良
企
業
認
証
制
度
」

を
今
年
度
創
設

す
る
。
ま
た
、
人

材
育
成
や
支
援

機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、

生
活
困
窮
者
支

援
な
ど
も
質
問
）

田村　けい子 議員
公　　明　　党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

議
員　

情
報
発
信
や
魅
力
向
上
、
災
害

時
の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
茨
城
国

体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
契

機
に
、
協
議
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
「
茨

城
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
」
の
整
備
を
早
急

に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

五
月
に
推
進
会
議
を
設
置
し
推

進
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
全
庁
的

な
推
進
体
制
を
構
築
し
た
。
多
く
の
来

訪
者
が
見
込
ま
れ
る
施
設
に
つ
い
て
お

お
む
ね
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、
茨
城
国

体
の
開
催
時
期
を
目
途
に
「
茨
城
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
」の
整
備
を
進
め
た
い
。

 

保
健
所
の
統
廃
合

議
員　

十
八
カ
所
か
ら
十
四
カ
所
、
さ

ら
に
現
在
の
十
二
カ
所
と
削
減
さ
れ
て

き
た
保
健
所
を
、
知
事
は
九
カ
所
に
減

ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
選
択

と
集
中
」
の
名
を
借
り
た
「
行
政
改
革
」、

つ
ま
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

現
状
で
は
大
規
模
な
危
機
事
案

の
発
生
時
に
対
応
で
き
る
か
、
と
い
っ

た
懸
念
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
再
編

統
合
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
住
民

に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
水

準
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

議
員　

水
戸
藩
史
料
な
ど
で
は
、
斉
昭

公
の
進
言
に
よ
り
日
の
丸
が
日
本
惣
船

印
※

に
制
定
と
さ
れ
る
。
後
の
国
旗
制

定
に
つ
な
が
る
こ
の
功
績
を
郷
土
教
育

で
教
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

史
実
を
確
認
の
上
、
斉
昭
公

の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
広
報
紙
な
ど
で

情
報
提
供
し
て
い
く
。
調
べ
学
習
の
中

で
の
出
会
い
が
郷
土
へ
の
誇
り
を
育
む

と
も
考
え
ら
れ
、
多
様
な
資
料
に
触
れ

る
機
会
を
大
切
に
す
る
学
習
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
版
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
な
ど
も
質
問
）

議
員　

先
月
、
つ
く
ば
市
内
の
自
治
会

な
ど
八
団
体
が
、
廃
止
さ
れ
た
国
家
公

務
員
宿
舎
の
跡
地
を
公
共
用
地
と
し
て

取
得
す
る
こ
と
を
市
に
要
望
し
た
。
住

民
の
意
向
に
沿
っ
て
土
地
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
国
に
働
き
掛
け
ら
れ
な
い
か
。

知
事　

現
時
点
で
市
が
当
該
土
地
を
取

得
す
る
意
向
は
な
い
が
、
今
後
、
市
か

ら
土
地
取
得
の
意
向
が
示
さ
れ
、
県
に

対
し
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

可
能
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原

発
ゼ
ロ
の
決

断
、
農
業
所

得
の
向
上
と

主
要
農
作
物

種
子
条
例
の

制
定
な
ど
も

質
問
）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出

分割方式

山中　たい子 議員
日 本 共 産 党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

取
り
組
み

国
旗
制
定
に
係
る
徳
川
斉
昭
公
の
功
績

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

﹁
茨
城
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
︱

Ｆ
ｉ
﹂
の
整
備

農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大

筑
波
山
地
域
の
魅
力
発
信
の
た
め
の

拠
点
整
備

障
害
者
の
就
労
支
援
の
強
化

国
家
公
務
員
宿
舎
廃
止
後
の

ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

ことば 【スマート農業】…わが国の有するロボット技術や情報通信技術を活用した超省力生産や高品質生産を実現する新たな農業。

タイ食品見本市でのメロン試食販売の様子

作業軽減のためのロボット開発の様子

日本百名山の一つに数えられる筑波山

斉昭公が描いて老中に
提案した日章旗の図

（出典：水戸藩史料 上編 乾）

つくば市内の国家公務員宿舎

【日本惣船印】…日本が開国した1854年、幕府が欧米諸国にならい、日本船の国籍を表すために制定したもの。

七
月
朔 

申
遺
ス

６
月
６
日︵
水
︶

　

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

加か
と
う藤　

　

明あ
き
よ
し良

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

６
月
７
日︵
木
︶

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

６
月
８
日︵
金
︶

　

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

外と
つ
か塚　

　
　

潔き
よ
し

　
　
︵
無　
　

所　
　

属
︶

　

伊い
ざ
わ沢　

　

勝か
つ
の
り徳

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
２
回
定
例
会
の

主
な
日
程

　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
次

の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
６
月
１
日
㈮　

本　
　

会　
　

議

︵
開
会
、
知
事
提
出
議
案
説
明
︶

■
６
月
６
日
㈬　

本　
　

会　
　

議

　
　
　

７
日
㈭

︵
一
般
質
問
・
質
疑
︶

　
　
　

８
日
㈮

■
６
月
12
日
㈫　

常
任
委
員
会

■
６
月
14
日
㈭

■
６
月
15
日
㈮

■
６
月
18
日
㈪　

本　
　

会　
　

議

︵
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
︶

国
体
・
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
推
進

調
査
特
別
委
員
会

新
し
い
茨
城
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

}


